
まちの話題

　ここで掲載する情報は、町内各地で実施された行事等を掲載しています。掲載ご希望の方は、
写真および内容などを役場企画調整課までご連絡ください。なお、希望に添えない場合もあり
ますので、ご了承ください。

荒瀬ダムの築堤がはじまる　～荒瀬ダム定礎式～
　荒瀬ダムの定

ていそしき

礎式が 10 月 10 日（水）荒瀬ダムの建設
現場で関係者約 200 名参加のもと、執り行われました。
　定礎式は、古来の儀式に則って厳かに行われ、重さ
160kg の礎

そ い し

石をダムの提体の基礎の部分に関係者で埋設
し、工事の安全とダムの永遠の繁栄を祈願しました。
　最後は、地元の波野小学校の児童たちが舞踊を披露し、
式に花を添えました。

　今後、提体の建築に入ります。提体が完成するといよい
よ水がたまりダムの様相を呈してきます。
　完成は平成 27 年度を予定しております。関係者の中に
は、ダム建設当初から携わってこられた方もおり、その長
い歳月に感慨深げな様子でした。

　県に申請中であった肝属中部土地改良区が８月 16 日
（木）に設立認可され、第１回総代会が 11 月 14 日（水）
高山やぶさめ館で開催されました。
　総代会は、10 月に実施された総代選挙（無投票）で選
ばれた 45名の総代と役員 15名で行われ、関係機関約 40
名が見守る中、定款や維持管理計画の報告、規約や予算、
役員の選任投票などが議決されました。
　肝属中部土地改良区は、現在事業進行中である荒瀬ダム
を貯水池とする肝属中部畑地かんがい事業で整備したダム
や揚水機場、地中に埋設された水道管などの施設を管理す
る業務を行います。
　昨今の農業情勢は本町だけでなく、国内外の多くの課題
を抱えており、この畑地かんがい事業は、その課題解決の
一つでありますので、厳しい状況ですが関係機関と一体と
なって進めていくことになります。　　第１回肝属中部土地改良区総代会の様子

肝属中部土地改良区設立認可　～第１回総代会開催～

　　埋設された礎石 　　定礎式の様子
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